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秋
山
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八
海
山
・
巻
機
山 

 
 

 
 

 
 

 

平
成
２
７
年
１
０
月
３
日
（
土
）
～ 

４
日
（
日
） 

早
朝
４
時
３
０
分
、

伊
藤
さ
ん
ご
夫
妻
に
見

送
っ
て
も
ら
い
、
ベ
テ

ラ
ン
６
名
、
初
心
者
１

名
の
総
勢
７
名
で
野
崎

を
出
発
し
た
。
ま
だ
暗

い
中
で
の
出
発
で
あ
っ

た
が
徐
々
に
明
る
く
な

り
、
６
時
前
に
は
朝
日

が
差
し
は
じ
め
、
朝
食

予
定
の
赤
城
高
原
Ｓ
Ａ

に
到
着
。
目
的
の
新
潟

県
六
日
町
Ｉ
Ｃ
に
は
７

時
１
５
分
、
八
海
山
ロ

丨
プ
ウ
ェ
イ
駅
に
着
い

た
の
は
７
時
３
０
分
だ

っ
た
。 

１
日
目 

晴
れ 

八
海
山 

 

八
海
山
と
言
う
と
日
本
酒
を
連
想
し
、
実
際
の
山

を
見
た
り
登
っ
た
り
す
る
人
は
多
く
は
無
い
と
思

う
。
今
回
、
本
命
の
巻
機
山
登
山
の
前
日
に
計
画
さ

れ
た
が
、
こ
れ
ほ
ど
厳
し
い
と
は
予
想
し
て
い
な
か

っ
た
。 

 

海
津
さ
ん
が
ロ
丨
プ
ウ
ェ
イ
の
割
引
券
を

手
に
入
れ
て
い
た
。
一
人
３
０
０
円
の
割
引

は
今
夜
の
ビ
丨
ル
代
に
な
り
バ
ッ
チ
リ
。 

８
時
始
発
の
ロ
丨
プ
ウ
ェ
イ
予
定
で
あ
る

が
地
域
の
小
学
生
の
団
体
が
臨
時
便
で
一
番

に
出
発
、
我
々
は
予
定
通
り
の
定
時
出
発
、

頂
上
で
は
団
体
を
先
に
行
か
せ
る
た
め
に
少

し
だ
け
時
間
調
整
し
た
。 

 

８
時
１
４
分
に
登
山
を
開
始
。
駅
付
近

か
ら
八
海
山
の
頂
上
を
望
む
。
８
時
４
７

分
に
女
人
堂
に
到
着
。
信
仰
の
山
で
あ
り

昔
は
女
性
が
登
山
出
来
た
の
は
此
処
ま
で

だ
っ
た
ら
し
い
。
避
難
小
屋
が
あ
り
バ
イ

オ
の
ト
イ
レ
も
設
置
し
て
あ
っ
た
。 

９
時
５
３
分
薬
師
堂
に
向
か
う
。
途
中

の
草
紅
葉
や
楓
の
紅
葉
が
素
晴
ら
し
い
。

薬
師
岳
の
手
前
の
鎖
場
を
登
る
仲
間
達
。

此
処
の
鎖
場
は
何
と
か
ク
リ
ア
し
た
が
、

こ
の
後
に
恐
怖
の
岩
登
り
が
有
ろ
う
と
は
予
想
し
な
か
っ
た
。 

１
０
時
５
３
分
に
薬
師
岳
着
。
向
う
に
は

越
後
三
山
の
越
後
駒
ヶ
岳
や
中
の
岳
が
望

ま
れ
る
。
１
０
時
３
６
分
に
千
人
檜
小
屋
で

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
た
が
心
の
準
備
は

出
来
て
い
な
か
っ
た
。
一
番
目
の
地
蔵
岳
に

登
る
か
巻
道
を
進
む
か
の
判
断
で
、
迂
回
と

言
う
訳
に
は
い
か
ず
鎖
場
を
通
る
道
を
選

択
し
た
。
最
初
の
山
を
ク
リ
ア
し
、 

１
１

 
  あの頂を目指して（八海山△1,720ｍ） 

 
八海山ロープウェイ 

 
八海山といえば・・・ 
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時
９
分
２
番
目
の
不
動
岳
山
頂
、
３
番
目

の
七
曜
岳
に
登
る
。
回
り
の
紅
葉
が
綺
麗
。
垂
直
に
近
い
岩
場
の
鎖
を
掴

ん
で
登
っ
た
り
下
っ
た
り
で
足
が
強
張
る
折
角
来
た
の
だ
か
ら
最
後
ま
で

と
力
を
振
り
絞
っ
た
。
八
海
山
の
頂
上
で
あ
る
大
日
岳
１
７
２
０
ｍ
に
１

３
時
に
到
着
。
こ
こ
か
ら
迂
回
路
を
引
き
返
す
こ
と
に
な
る
が
、
迂
回
路

も
鎖
場
梯
子
で
大
変
だ
っ
た
。
１
６

時
に
ロ
丨
プ
ウ
ェ
イ
駅
に
返
っ
て
来

た
。
駐
車
場
か
ら
は
苦
労
し
た
岩
場

 
 

 あれが千人檜小屋、その向こうは地蔵岳 

 
ホット一息 

 
不動岳山頂にて 

 
  ヤッホー！ 巻き道にて後方は大日岳 

な
か
な
か
の
岩
場
で
す
。
迫
力
が
あ
り
ま
す 
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が
見
え
る
。 

今
夜
の
泊
り
は 

山
の
宿 

曇
天 

お
風
呂
の
後
の
ご
ち

そ
う
は
、
花
び
ら
茸
や
山
伏
茸

な
ど
の
キ
ノ
コ
、
ゼ
ン
マ
イ
、

コ
ゴ
ミ
な
ど
の
山
菜
を
使
っ

た
料
理
が
一
杯
で
と
て
も
美

味
し
か
っ
た
。
日
本
酒
の
八
海

山
も
味
わ
え
た
。
そ
し
て
一
部

屋
に
７
人
で
お
休
み
な
さ
い
。 

２
日
目 

曇
り 

巻
機
山 

４
時
半

起
床
、
昨
夜
の
残
り
で
作
っ
た
お
強
の

お
に
ぎ
り
や
民
宿
で
作
っ
て
く
れ
た 

お
む
す
び
を
頬
張
り
、
登
山
準
備
。
５

時
半
近
く
に
登
山
口
に
着
く
と
、
２
０

数
人
の
団
体
さ
ん
が
居
た
。
さ
す
が
百

名
山
か
な
と
思
う
人
の
多
さ
で
あ
る
。

５
時
半
に
登
山
開
始
。 

大
き
な
石
や
木
の
根
っ
こ
が
突
き
出

た
り
、
赤
土
の
歩
き
に
く
い
急
な
坂
道
。

皆
が
黙
々
と
歩
く
。
６
時
４
３
分
に
五
合
目
、
雨
が
降
り
出
し
て
合
羽
に

着
替
え
る
。
更
に
進
む
と
、
ブ
ナ
の
林
が
幻
想
的
な
姿
を
見
せ
る
。
ニ
セ

巻
機
に
近
づ
く
と
気
が
遠
く
な
る
位

の
階
段
が
続
く
。
９
時
１
８
分
、
ニ
セ

巻
機
山
に
着
い
た
。
道
標
の
カ
タ
カ
ナ

を
隠
し
て
撮
影
す
れ
ば
頂
上
に
見
え

る
か
な
？ 

 

９
時
３
０
分
、
巻
機
山
避
難
小
屋
、

団
体
さ
ん
と
か
ち
合
う
。
１
５
分
の
小

昼
食
を
済
ま
せ
さ
ら
に
進
む
。
周

り
の
山
々
が
見
た
い
が
ガ
ス
っ
て

い
て
何
も
見
え
な
い
。 

１
０
時
１
８
分 

巻
機
山
々
頂

１
９
６
７
ｍ
、
曇
っ
て
い
て
冷
た

い
風
が
吹
き
、
寒
い
。
前
方
か
ら

も
う
一
組
の
団
体
さ
ん
が
や
っ
て

来
た
。
巻
き
込
ま
れ
た
く
な
い
の

で
右
方
向
の
本
当
の
山
頂
を
目
指

す
。
ガ
ン
コ
ウ
ラ
ン
と
ド
ウ
ダ
ン

の
紅
葉
が
綺
麗
。
そ
し
て
、
ほ
ん

の
ひ
と
時
だ
け
霧
が
晴
れ
て
草
紅
葉
の
景
色
が
見
え
た
。
ほ
ん
の
一
瞬
で

あ
っ
た
。 

１
０
時
４
０
分
、
本
当
の
頂
上
、
標
識
は
無
く
て
石
を
積
み
上
げ
て
あ

る
だ
け
だ
っ
た
。 

こ
こ
で
引
き
返
す
こ
と
に
な
る
。 

昼
食
を
予
定
し
て
い
た
避
難
小
屋
は
人
で
満
員
、
パ
ス
し
て
下
山
し
て

 

 

 
暗闇の中出発です 

 
さすがは百名山！雨の中延々と人の列が続きます 
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い
く
。
１
２
時
３
７
分
、
６
合

目
展
望
台
付
近
の
道
端
で
や

っ
と
昼
食
。
こ
こ
で
も
奇
跡
的

に
霧
が
晴
れ
天
狗
岩
の
紅
葉

が
見
ら
れ
て
幸
せ
。
団
体
さ
ん

と
抜
き
つ
抜
か
れ
つ
を
繰
り

返
し
つ
つ
下
山
。
１
４
時
４
２

分
、
駐
車
場
に
返
っ
て
来
た
。 

 

昨
夜
の
精
算
の
た
め
に
民

宿
に
立
ち
寄
る
。
民
宿
の
宿
帳

は
登
山
届
に
な
っ
て
い
る
よ

う
で
、
下
山
を
確
認
後
に
支
払

う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
。
民

宿
の
ご
主
人
が
温
か
い
キ
ノ
コ
汁
を

ご
馳
走
し
て
く
れ
た
。 

帰
り
道
、
共
同
温
泉
に
入
っ
て
、

Ｉ
Ｃ
を
通
過
。
こ
の
時
、
先
頭
の
車

は
普
通
に
走
っ
て
行
っ
た
が
、
我
々

の
車
に
警
官
が
旗
を
振
り
、
呼
込
み

す
る
。
何
も
や
っ
て
い
な
い
の
に
と

思
い
つ
つ
停
車
。
後
部
座
席
の
シ
丨

ト
ベ
ル
ト
の
チ
ェ
ッ
ク
。
装
着
し
て

い
た
の
で
何
も
な
か
っ
た
が
内
心
ホ

ッ
と
し
た
。
途
中
の
赤
城
高
原
Ｓ
Ａ

で
仮
の
夕
食
を
取
っ
て
、
一
路
、
野

崎
に
走
る
。 

２
０
時
１
０
分
、

昨
日
の
集
合
場
所

に
着
く
と
伊
藤
さ

ん
が
お
出
迎
え
し

て
く
れ
た
。
ホ
ッ

と
し
て
２
日
間
の

長
旅
も
ピ
リ
オ
ド
。

皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
岩
登
り
や
百
名

山
登
頂
な
ど
の
貴

重
な
体
験
を
さ
せ

て
も
ら
っ
た
。
長

い
時
間
運
転
し
て

く
れ
た
植
竹
さ
ん
、

海
津
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
、
お
疲
れ

様
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

(

折
橋
昇 

記) 

         

 

 にせ巻機山山頂（9 合目）「ニセ」の部分を隠す 

 
こちらが本当の山頂 

 
無事「雲天」に戻ってきました。宿の主人と女将さんを交えて 

 
天狗岩も見えてきました 
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○と き 平成 27 年 10 月 3 日（土）～4 日（日） 

○ところ 八海山（1,720ｍ）、巻機山（1,967ｍ）新潟県 

○てんき 3 日：晴天 、4 日：曇りのち小雨のち晴れ 

○あ し 植竹車、海津車 

○おあし 17,400 円 

○参加者 海津（CL）、植竹（SL）、薄井（撮影）、斎藤（記録）、大金（会計）、 

折橋（報告）、藤田 

○コースタイム 

 ・3 日 野崎＝赤城高原 SA＝六日町 IC＝八海山ロープウェイ＝山頂駅－女人堂－ 

     4:30  6:10～35（朝食） 7:15    7:35          8:15   9:30 

     千本檜小屋（九合目）－白河岳（昼食）－分岐－大日岳－千本檜小屋－     

10:45            11:50～12:15    12:30  12:50  14:00 

     女人堂－山頂駅－民宿（雲天） 

     14:50  16:00   17:30 

 ・4 日 民宿＝桜坂 P－五合目－七．五合目－ニセ巻機山－避難小屋－巻機山－最高点 

     5:05  5:30   6:40   8:40     9:15     9:30～45  10:20  10:40 

     －避難小屋－六合目展望台－  桜坂 P＝ 民宿  ＝（入浴） ＝ 野崎 

       11:15   12:40～13:10（昼食） 14:40  15:05～50  16:15~50    20:10 

○決算報告 

 ・収入 

   会費       17,400 円×7 人＝121,800 円 

 ・支出 

   ロープーウェイ代  1,700 円×7 人＝ 11,900 円 

   駐車料金       500 円×２台＝   1,000 円 

      宿泊代       8,000 円×7 人＝ 56,000 円 

   飲み物代                2,840 円 

   入浴代        400 円×7 人＝  2,800 円 

   高速料金      7,120 円×2 台＝ 14,240 円 

   車代        16,510 円×2 台＝ 33,020 円 

   合計                 121,800 円 

 


